
 

 

 

 

 

 

                     

                     

 

 

                  

 

 

交通人身事故の全般的な特徴  

 ○  前方不注意等による追突事故が５件と最も多い。  

 〇  「車両×車両」の事故が７件と多い。  

○  対向車線へのはみ出しによる正面衝突が２件発生して  

いる。 (うち１件死亡事故 ) 

交通事故発生状況（人身事故）  

 R３年  前年比  
高齢者  

（前年比）  

発生件数  ９件  －６件  ２件（＋３件）  

死  者  数  １人  －１人  ０人 (±０人）  

負傷者数  ９人  －５人  ２人（＋３人）  

 

令和 3 年中 久万高原警察署管内 

交 通 事 故 の 特 徴 

【令和４年  推進事項】  

①   子供、高齢者、歩行者、自転車利用者を交通事故から守るため、

効果的な広報啓発・安全教育等を推進します。  

②   交通事故分析や町民等の要望に基づいた交通指導取締りを推進

します。  

③   行楽シーズンの交通渋滞対策等、交通実態に即した交通環境の

整備を推進します。  

 

発生時期・時間帯・当事者の特徴  

○ 人身事故は５～11 月の行楽期に多い。 

○ 人身事故は全て午前７時～午後４時の昼間時間帯に

発生している。 

〇 事故当事者は 20～70 歳代と幅広い。 


